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原　著

世界文化遺産春日山原始林におけるニホンジカの森林利用

Forest use of Sika deer (Cervus nippon) in Kasugayama Forest Reserve, a warm 
temperate evergreen forest in Nara, western Japan. Yuri Maesako* (Graduate school of 
Human environment, Osaka Sangyo University), Ryosuke Koda (Research Institute of 
Environment, Agriculture and Fisheries, Osaka Prefecture), Sho Sasaki, Seito Sugiura, and 
Yuya Hanatani (Faculty of Human Environment, Osaka Sangyo University)  

地域自然史と保全　40（2）：83－ 91，　2018

To evaluate the distribution pattern of sika deer in the warm temperate evergreen forest of Kasugayama Forest Reserve, 
a World Heritage Site, camera trap surveys were conducted at 12 study sites between February 2013 and December 
2014 (3101 camera days). The relative abundance of deer varied from 2.2 to 108.6 heads/100 days depending on 
vegetation and location. The averages were 35.3±22.2 (SD) heads/100 days and 38.4±29.8 heads/100 days in 2013 and 
2014, respectively. According to the data gathered by the fecal accumulation rate technique, deer densities at the study 
sites ranged from 10.6 to 84.9 heads/km2, and the averages were 37.5±35.7 heads/km2 in early summer and 38.6±14.2 
heads/km2 in autumn, 2015. There was a significant positive correlation between the estimated density by the fecal 
accumulation rate technique and the abundance observed by camera traps. The abundance of deer was highest in warm 
temperate evergreen forests that were not invaded by either alien species (Triadica sebifera and Nageia nagi) among 
three vegetation types in 2013 and 2014. The abundance of deer in 2013 was significantly larger in  the vegetation 
invaded by T. sebifera, an unpalatable and light-required alien species, than in areas invaded by N. nagi which was also 
unpalatable but shade tolerant. However, the former vegetation had significantly smaller deer abundance than the latter 
vegetation in 2014. These data suggest that the distribution pattern of deer in Kasugayama Forest Reserve may differ 
according to the composition of forest vegetation and canopy types, and may change yearly. Because the Kasugayama 
forests may change gradually in the future, it is important to conduct long-term monitoring of deer population density for 
better conservation and management of both forest vegetation and the deer population.
Keywords: fecal accumulation rate technique, camera traps, warm temperate evergreen forest, Cervus nippon, vegetation types

要旨：世界文化遺産春日山原始林において，ニホンジカ（以降，シカ）の森林利用と森林保全を検討する基礎資料として，

カメラトラップ法によるニホンジカの出現頻度（12調査区）およびシカの個体密度（5調査区）を調査した。その結果，

シカの出現頻度は2.2頭／100日から108.6頭／100日まで，調査地によって大きな差異を示し，2013年が35.3±22.2（SD）
頭／100日，2014年が38.4±29.8頭／100日であった。林冠タイプとシカの出現頻度との関係において，ギャップ林冠

は閉鎖林冠に比べてシカの出現頻度が有意に高い値を示した。高木層のシイ・カシ類が欠如した照葉樹林崩壊型植生

においてシカの出現頻度はもっとも高かった。植生タイプとシカ出現頻度の関係をみると，シカの出現頻度は2013年

調査では外来種が侵入していないシイ・カシ型と外来種侵入T型（ナンキンハゼが侵入）が外来種侵入N型（ナギが侵入）

よりも有意に高く，2014年調査ではシイ・カシ型，外来種侵入N型，外来種侵入T型の順で有意に高かった（p<0.005）。
シカの個体密度を糞塊除去法によって調査した結果，シカ個体密度は春－夏期調査（5－7月）において10.6から84.9
頭／km2，秋期調査（10－11月）において0から148.6頭／km2 であった。シカの森林利用は植生タイプや立地によっ

て異なることから，照葉樹林の保全を考えるうえにおいて春日山原始林全域のシカ個体密度のモニタリング調査およ

びシカと植生両方の視点にもとづく統合的管理が必要不可欠と考えられた。

キーワード：糞塊除去法， カメラトラップ法， 照葉樹林， ニホンジカ， 植生タイプ
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の植生管理を考えるうえにおいて重要である。

野生動物の生息状況を知る手法として，自動

撮影装置を使用したカメラトラップ法（Yasuda, 

2004）は，比較的少ない労力で連続的にデータを

とることができる。2007 年から 2008 年に春日山

原始林で行ったカメラトラップ法による調査で

は，ナギ侵入群落でシカの出現頻度がもっとも低

く（4.9 ± 3.9 頭／100 日），ナンキンハゼ侵入群

落（19.9 ± 12.3 頭／100 日），外来種が侵入して

いないシイ・カシ群落（25.8 ± 10.1 頭／100 日）

の順にシカの出現頻度は高くなる傾向が得られた

（前迫，2010b）。このことから植生あるいは立地

環境によって，シカの森林利用が異なると考えら

れる。

シカ個体密度推定において，見通しの利かない

照葉樹林では糞を用いた手法（糞粒法や糞塊法）

が適しているとされている（岩本ほか，2000）。

しかし推定に必要なパラメータである糞の分解

率が季節や地域によって大きく変動するため正

確な推定が難しく（岩本ほか，2000；池田ほか， 

2002），春日山原始林における糞粒法や糞塊法に

よる密度推定調査の情報はきわめて少ない。一

方，Fecal accumulation rate technique（以下，糞塊

除去法と呼ぶ）は糞の分解率を用いずに推定密度

の算出が可能なため推定精度が高く（Campbell et 

al.，2004；Koda et al.，2011），近年，奈良県内の

森林でも適用されつつある手法である（松井ほか , 

2011；Tsujino et al.，2013）。糞塊除去法では植生

や立地環境ごとの利用密度を推定することも行い

やすいため，春日山原始林でも適用することに

よって広域的にきめ細かなシカ密度を推定するこ

とが可能と考えられる。

本研究では，春日山原始林（天然記念物エリア

約 300ha）におけるシカの個体密度と植生との関

係性を把握するために，カメラトラップ法と併用

した糞塊除去法による密度推定を実施した。カメ

はじめに

環境省によると，1978 年度（シカ分布メッシュ

数 4,220 メッシュ）から 2014 年度（同，10,393

メッシュ）までの 36 年間で，ニホンジカ（Cervus 

nippon，以下，シカ）の生息分布は約 2.5 倍に拡

大しており（環境省，https://www.env.go.jp/press/

files/jp/26915.pdf　2017.12.1 閲覧），生態系への影

響は依然として続いている。特別天然記念物およ

び世界文化遺産に指定されている春日山原始林に

おいても，天然記念物「奈良のシカ」が長年にわ

たって高密度で生息しており，周辺地域の農林業

被害だけでなく，森林生態系への影響は著しい。

奈良県は春日山原始林検討委員会を立ち上げ，自

然と人の共生をめざした試みが模索されている

が（前迫，2015），春日山原始林における外来樹

木の拡散，生物多様性の劣化，更新阻害は顕在化

している（例えば Shimoda et.al.，1994；山倉ほか，

2001；前迫，2002，2006，2010a，2013；Maesako 

et al.，2007 など）。

奈良公園平坦部一帯に生息しているシカは，夏

期に 961.1 頭／km2，秋期に 907.7 頭／km2（立澤

ほか，2002）という高密度で生息し，春日山原始

林では 15.3 － 22.8 頭／km2（鳥居ほか，2007）と

される。これらのシカ個体密度（本稿ではシカの

生息密度と同義語として個体密度を用いる）は，

広域的な数値であり，植生や立地を反映した密度

調査はまだ実施されていない。春日山原始林域に

はシイ，カシ類に代表されるブナ科常緑広葉樹の

照葉樹林が広がっている（小清水・菅，1971；前

迫，2006）が，シカの個体密度と植生の関係に

関する基礎情報はきわめて少ない（前迫，2010b，

2013）。Campbell et al.（2004）が述べている通り，

森林タイプはシカの行動や密度に影響している可

能性があり，各植生タイプを利用するシカの個体

密度の違いを明らかにすることは，春日山原始林
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樹，国外外来種）が侵入している場合には「外来

種侵入T型」とした。ナギとナンキンハゼの両種

が混在している場合には優占程度（植被率）によっ

ていずれかに区分した。

照葉樹林が大きく崩壊して高木のシイ・カシ類

を欠く植生は「照葉樹林崩壊型」と位置づけた。

水系の氾濫が頻繁な谷部のギャップに成立するク

リンソウ群落は ｢ 谷部クリンソウ型 ｣ 植生とし，

本調査では 5 つの植生タイプに区分した。

カメラトラップ法とその解析

各調査地において，2013 年 2 月から 12 月末ま

で，2014 年 2 月から 12 月末までの期間に自動撮

影装置（赤外線センサーカメラ，以下，カメラ）

を設置し，カメラトラップ法によりシカの出現頻

度を調査した。連続的に撮影できなかったポイン

トも含まれるが，2013 年にのべ 1443 日，2014 年

にのべ 1849 日間，カメラを設置した。なお，糞

塊除去法によるシカ個体密度とカメラトラップ法

によるシカの出現頻度との関係性をみるために，

2015 年 3 月から 12 月末までの期間に調査地のう

ち 5 カ所（表 1 のプロット No. 1，2，6，10，11）

において，のべ日数 841 日間，カメラを設置した。

カメラ設置した各地点において，森林の優占種，

林冠状態，シカ高密度エリア（奈良公園平坦部お

よび若草山）からの距離などを記録した。

カメラデータ回収後，撮影されたシカ個体数

を集計した。本研究では個体識別が困難なシカ

が 30 分以内に連続して撮影されていた場合には，

一連の行動による撮影と判断して同一個体とみな

した。なお，撮影画像 1 枚あたりの撮影個体数が

複数のものが含まれる場合には，撮影個体数が最

大のものを採用した。その後，設置地点ごとに撮

影されたシカの個体数を合計し，100 日あたりに

換算した。

シカの森林利用を考える際，光条件によって植

ラトラップ法は，シカの個体密度は得られないが，

相対的な出現頻度の比較に有効と考えられる。そ

こでシカの個体密度とカメラトラップ法によるシ

カの出現頻度の関係を探り，植生とシカの個体密

度との関係性を把握することを目的とした。照葉

樹林全域のシカの密度分布の解明には至っていな

いが，春日山原始林と ｢ 奈良のシカ ｣ の統合的管

理に向けた生態情報として報告する。

調査地および調査方法

調査地の植生

奈良市東部に位置する特別天然記念物春日山原

始林域（34o41'N，135o51'E；指定面積 298.63ha）

にはブナ科常緑広葉樹からなる照葉樹林が成立

しているが（小清水・菅沼，1971），シカが食べ

ない常緑針葉樹ナギや落葉広葉樹ナンキンハゼが

春日山原始林や隣接する御蓋山の照葉樹林に拡

散している（Maesako et al., 2007；前迫，2010a，

2013；前迫・稲田，2013）。本研究では照葉樹林

域のシカの森林利用を把握するために，春日山原

始林内の標高 200 ｍから 360 ｍの範囲に計 12 カ

所の調査地を選定した。

各調査地の林冠タイプは閉鎖林冠，疎開林冠，

ギャップ辺縁およびギャップの 4 タイプに大別し

た。シカの出現頻度を調査した 12 プロットの植

生は，主要構成種によって大別した（表 1）。調

査地の植生はコジイ Castanopsis cuspidata，ツク

バネガシ Quercus sessilifolia，イチイガシ Quercus 

gilva といったブナ科常緑広葉樹が優占し，外来

種が侵入していない照葉樹林を「シイ・カシ型」

とした。照葉樹林になんらかの攪乱が働いた後，

外来種が侵入した植生タイプを外来種侵入型植生

とし，照葉樹林にナギ Nageia nagi（常緑針葉樹，

国内外来種）が侵入している場合には「外来種侵

入N型」，ナンキンハゼ Triadica sebifera（落葉広葉
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計数した。本研究では Koda et al.（2011）に従い，

新鮮度やサイズが同等と思われる糞粒が，1m 以

上の間隔を隔てずに 10 粒以上存在するものを 1

糞塊と定義した。また，同じトランセクトを用い

て 2015 年 10 月に糞塊の除去，15 日が経過した

11 月に再加入糞塊数の計数を同様に実施した。

糞塊除去法において，除去後再調査までの期

間が十分に短く糞塊の分解が起こらないものと

仮定すると，シカの推定生息密度 D は再加入糞

塊数 P，調査面積 A，再調査までの間隔 T，及び

シカの排糞頻度（シカが一日あたりに排糞する

回数）r によって，D = P / rAT となる（Campbell 

et al.， 2004；Koda et al.，2011）。排糞頻度 r には，

Horino ＆ Nomiya（2008）によるホンシュウジカ

の値 23.3（回／日）を，糞塊の定義に従い 10 粒

以上の頻度に補正した値を用いた。すなわち，全

349 回の排糞のうち 10 粒以上であったのは 336

回であることから，その割合を乗じて得られた

22.4（回／日）を採用した。

結果

シカの出現頻度と植生

自動撮影装置には林床で採食行動をとっている

と思われるシカが多数撮影された（図 1）。各調

査地のシカの出現頻度がもっとも高かったのは，

シカの餌場でもあるシバ草地の若草山から近い，

ナンキンハゼが優占する群落（照葉樹林崩壊型植

生）で 108.6 頭／100 日（2014 年調査）であった。

一方，もっとも低いのは，外来種侵入N型植生の 2.2

頭／100 日であった（表 1）。2013 年と 2014 年の

出現頻度の傾向は必ずしも一致していないが，出

現頻度の平均は，2013年が 35.3± 22.2頭／100日，

2014 年が 38.4 ± 29.8 頭／100 日でほぼ同様の値

を示した。

林冠タイプごとのシカの出現頻度（頭数／100

生が異なることから，林冠タイプごとのシカの出

現頻度を一般化線形モデルで調査年ごとに比較し

た。シカ撮影個体数を目的変数，林冠タイプ（解

析においてギャップ辺縁とギャップはまとめて

ギャップとし，ギャップ，疎開および閉鎖の 3 タ

イプに分類）を説明変数，カメラ稼働日数をオフ

セット項とし，ポアソン分布を誤差構造に用い

た。その後，R の multcomp パッケージ（Hothorn 

et al.，2008）を用いて TukeyHSD 法による多重比

較を行った。

植生タイプ別シカ出現頻度

植生タイプ別にシカの森林利用を調べるため

に，12 プロットを先の 5 植生タイプに区分し，

シカの出現頻度を調査年別に算出した。その後，

2 カ所以上のプロットを有する植生タイプ（シイ・

カシ型，外来種侵入N型および外来種侵入T型の 3

植生）を対象に，シカの出現頻度を一般化線形モ

デルで調査年別に比較した。シカ撮影個体数を目

的変数，植生タイプを説明変数，カメラ稼働日数

をオフセット項とし，ポアソン分布を誤差構造に

用いた。その後，Rのmultcompパッケージ（Hothorn 

et al.，2008）を用いて TukeyHSD 法による多重比

較を行った。

糞塊除去法

各調査地におけるシカの個体密度を明らかにす

るために，糞塊除去法（Koda et al.，2011）によ

る密度推定を行った。2015 年にカメラを設置し

た 5 地点の森林内に，50m × 4m のベルトトラン

セクトを東西方向もしくは南北方向が長辺となる

ように 1 本ずつ設置した。2015 年 5 － 6 月にト

ランセクト内に存在するシカの糞塊を全て除去し

た。その後，21 － 26 日が経過した 6 － 7 月に再

調査を行いトランセクト内に再加入した糞塊数を
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図 1．自動撮影装置で撮影されたシカ個体群．（左）照葉樹林崩壊型（調査区 1，2015 年 2 月 6 日 18 時），
（右）シイ・カシ型植生（調査区 4，2014 年 10 月 19 日 0 時）．

表 1．調査地の概要．12 プロットの植生，立地，撮影日数およびシカの頭数／100 日など．

られた。

シカの出現頻度と植生タイプの関係を図 2 に示

した。2013 年，2014 年調査ともに，照葉樹林崩

壊型植生において最も高い値を示した。一般化線

形モデルによる解析の結果，シカの出現頻度は，

日）を比較した結果（表 2），2013 年，2014 年と

もに「ギャップおよびギャップ辺縁」が「閉鎖林

冠」よりもシカの出現頻度は有意に高い値を示し

た（p<0.001）。疎開林冠については，年度によっ

てギャップあるいは閉鎖林冠と有意な差異が認め

No 優占種 主要種 植生タイプ 1） 林冠 立地 標高
（ｍ） 距離 2）

2013 2014

撮影
日数

頭数 /100 日 撮影
日数

頭数 /100 日

1＊ ナンキンハゼ スギ（植栽），コジイ，
イワヒメワラビ

照葉樹林崩壊型 ギャップ 斜面上部 280 近 77 94.8 81 108.6

2＊ ツクバネガシ コジイ，ムクロジ，
イヌガシ

シイ・カシ型 疎開 斜面上部 350 遠 96 27.1 144 67.4

3 ツクバネガシ コジイ，イチイガシ，
イヌガシ

シイ・カシ型 閉鎖 斜面上部 340 遠 147 41.4 141 56.0

4 ツクバネガシ コジイ，イヌガシ，
アセビ

シイ・カシ型 ギャップ
辺縁

斜面上部 360 遠 96 33.3 181 48.6

5 イチイガシ ナギ，ナンキンハゼ，
アサダ

外来種侵入N型 疎開 斜面中部 200 近 131 24.4 181 47.0

6＊ クリンソウ ウリハダカエデ，イ
ワヒメワラビ

谷部攪乱型 ギャップ 谷底 240 遠 141 47.5 191 35.6

7 コジイ イヌガシ，ナギ，ア
セビ

外来種侵入N型 閉鎖 斜面下部 300 遠 154 36.5 195 34.4

8 コジイ イヌガシ，ナギ，ア
セビ

外来種侵入N型 閉鎖 斜面下部 300 遠 161 16.3 58 19.0

9 コジイ ナンキンハゼ，ナギ，
カナメモチ

外来種侵入T型 疎開 斜面中部 320 遠 52 41.9 159 18.9

10＊ イチイガシ ナギ，イヌガシ，シ
キミ

外来種侵入N型 閉鎖 斜面中部 210 近 153 16.3 266 12.0

11＊ ツクバネガシ ナギ，ナンキンハゼ，
カラスザンショウ

外来種侵入 T型 ギャップ
辺縁

斜面中部 240 近 168 36.3 161 11.2

12 コジイ ナギ，イヌガシ 外来種侵入N型 閉鎖 斜面中部 240 遠 67 8.6 91 2.2

のべ日数  ( 平均± SD) 1443 35.3 ± 22.2 1658 38.4 ± 29.8

1）各植生タイプの詳細は本文参照．図 2の植生タイプと一致する．

2）  シカ高密度エリア（奈良公園平坦部または若草山）から調査地までの距離をつぎの 2段階で評価した．近：＜ 500 ｍ，遠：＞ 500 ｍ

*   シカ個体密度算出のための糞塊調査を行ったプロット
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た。初夏調査の平均値（± SD）は 37.5 ± 35.7 頭

／km2，秋期調査の平均値は 38.6 ± 14.2 頭／km2

で，偏差値は大きいもののシカ個体密度に有意差

はみられなかった（マンホイトッニーのＵ検定，

p=0.515）。

2015 年に行ったカメラトラップ法によるシカの

出現頻度（のべ日数757日）と糞塊除去法によるシ

カ個体密度との関係を図3に示した。シカ個体密度

の 2シーズンにおける個体密度の平均値と出現頻

度との関係は有意な正の相関がみられた（p<0.05）。

2013 年度はシイ・カシ型と外来種侵入T型が外来

種侵入N型よりも有意に高く，2014 年度はシイ・

カシ型がもっとも高く，外来種侵入N型，外来種

侵入T型の三植生間で有意差を示した（p<0.005）。

糞塊除去法によるシカ個体密度

糞塊除去法によって推定した 5 カ所のベルトト

ランセクトのシカ個体密度は初夏調査（5 － 7 月）

において 10.6 から 84.9 頭／km2，秋期調査（10

－ 11 月）において 0 から 148.6 頭／km2 であっ

林冠タイプ プロット数
出現頻度（頭数／100 日）

2013 2014

ギャップ・
ギャップ辺縁 4 53.0 ± 28.5 a 51.0 ± 41.4 a

疎開 3 31.3 ±  9.6 b 44.4 ± 24.3 a

閉鎖 5 23.9 ± 14.2 b 24.7 ± 21.1 b

表2． 調査プロットにおける林冠タイプ別のシカ出現頻度．一般化線型モデルにより有意検定を行った．
アルファベットの違いは有意差（p<0.01) があったことを示している．なお，ギャップ辺縁はギャッ
プに含めて解析した．

図 2．植生タイプ別にみた 100 日あたりのシカ出現頻度．2013 年 2 月－ 12 月（のべ 1443 日）と 2014
年 2 月－ 12 月（のべ 1658 日）に，12 カ所においてカメラトラップ法により算出したシカの出
現頻度を植生タイプ別に示した．N は調査プロット数，点線で囲まれた上段は 2013 年，下段は
2014 年の値をそれぞれ示す．各調査年において植生別のシカ出現頻度が 3 植生間で有意差があ
る場合に，異なるアルファベットを右上に付した（p<0.005；一般化線型モデル）．なお 3 林冠タ
イプ（ギャップ辺縁，疎開，閉鎖）を含む植生はグレー，閉鎖林冠は濃いグレー，疎開あるいは
ギャップ林冠は白色で示した．矢印は植生タイプが照葉樹林から変化したことを示す．植生タイ
プは本文参照のこと．
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約 3 倍に増加し，シカの高密度化傾向を示唆した。

2007 年調査と今回の調査ではカメラ機種が異な

り，フィルム仕様からデジタル仕様になったこと

によって，タイムラグおよび撮影範囲の違いが若

干影響している可能性も考えられるが（安藤ほか，

2012），それらを勘案してもシカの出現頻度の増

加傾向は看過できないレベルである。

糞塊除去法によるシカの個体密度調査の平均

値は，37.5 － 38.6 頭／km2 であったが，この値は

2005 年に行われたライトセンサスによる個体密

度推定値（鳥居ほか，2007）より高い。文化的生

物資源でもある「奈良のシカ」と学術的・文化的

に貴重な照葉樹林との共生には，シカの行動や密

度分布に関するさらなる情報が必要である。

シイ・カシ型植生は，外来種侵入N型・外来種

侵入T型植生に比べて有意にシカの出現頻度が高

い傾向がみられた。植生と林冠タイプは連動して

いるため，両者の影響を明確に区分して議論する

ことは難しい。とりわけ，ナギとナンキンハゼは，

共に攪乱が生じた際に侵入し，シカが食べない植

物であるため春日山原始林においては照葉樹林に

拡散している（Maesako et.al.，2007）。明るい光

条件を好むナンキンハゼがギャップに依存して拡

散しているのに対し，耐陰性の高いナギが侵入し

た照葉樹林は非常に暗く，林床植生はきわめて乏

しくなる（前迫，2010b）。林床が暗い外来種侵入N

型植生ではシカの餌資源が少なく，逆に外来種侵

入T型植生では林床が明るいために，シカが餌資

源を求めて森林を利用していると考えられる。さ

らに，春日山原始林に隣接する御蓋山の天然記念

物ナギ林においても，近年，ナギ林の林内環境は

明るくなる傾向にあり，ナンキンハゼが侵入して

いるが（前迫・稲田，2013），春日山原始林にお

いても，外来種侵入N型植生にナンキンハゼが侵

入し，明るい森林に変化する傾向にある。これら

のことから，森林動態とシカの出現頻度の変化は

シカの個体密度と植生タイプ

植生タイプ別の個体密度平均値は，照葉樹林

崩壊型（調査地 1）では 104.3 ± 62.6 頭／km2，

外来種侵入T型（調査地 11）は 57.3 ± 39.0 頭／

km2，シイ・カシ型（調査地 2）は 18.1 ± 4.5 頭

／km2，外来種侵入N型（調査地点 10）と谷部ク

リンソウ型（調査地 6）は 5.3 ± 7.5 頭／km2 であっ

た。

考察

本調査から，シカは春日山原始林を均一に利用

しているのではなく，植生，林冠状態および立地

などによって出現頻度および個体密度に大きな差

異があることが明らかになった。2007 年のシカ

出現頻度（前迫，2010b）はシイ・カシ型（本稿，

照葉樹林シイ・カシ型），ナギ型，ナンキンハゼ

型（本稿，外来種侵入N,T 型）でそれぞれ，19.9

± 12.3，4.9 ± 3.9，25.8 ± 10.1 頭／100 日であっ

た。2013 年と 2014 年のカメラトラップは同様の

場所に設置しているが，シカの出現頻度は，シイ・

カシ型と照葉樹林崩壊型において 2007 年調査の

図 3．糞塊除去調査法によって推定したシカの生
息密度（2015 年 2 月 12 月）とカメラトラッ
プ法によるシカ出現頻度（2015 年 5 － 6
月，10 － 11 月の平均）との関係（r ＝ 0.95，
p<0.05）．シカの生息密度は表 1 参照のこ
と．
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今後，広域かつ詳細なシカの森林利用モニタリン

グ調査を継続的に行うことによって，森林動態と

シカ個体密度の変動の両面から照葉樹林の保全を

考える必要がある。
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